四、村々明細帳と農民負担
１　元文の明細帳

藩政期の史料　　　　　前章において、この時代の庶民、ことに農民に対する政治のあり方について、資料によりその概略を述べたつもりであるが、被治者側の実体については書きもらしたことが多かった。この時代には史料がとぼしく、この地方に関するものでは、わずかに、長江村音田九郎右衛門の庄屋勤中の日記によって、その片EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りん),鱗)に接することができるくらいなものであったが、その後、幸いに元文２年銘の「伯州の明細帳」を入手することができたので、羽合郷内各村の状態をつかむことができた。

伯州の明細帳　　　　　元文２年は、鳥取藩主初代光仲から、３代目の池田吉泰の藩治４０年間の終末２年前のころのもので、明細帳は米村所平が藩財政を握っていたときのもので、施政の資料として、因・伯両州各村から明細帳を書き上げさせたものと見える。内容は人数・石高のほかに知名の神社・仏寺・伝説をも加えた風土記のようなもので、伯州分の末尾のつぎに「気多郡潮津」の項があるから、因幡分もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そろ),揃)っていたものであろう。羽合郷内の分だけ取り上げてみると
元文2年（１７３　　　河村郡久津賀ノ庄　四十軒余

７）の明細帳の内　　一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),鵜)野村　高百七拾石余　　　免五一　土代十八　畑十一
容　　　　　　　　　　　　朱　　　百七十四石三斗五升四合　　　畑　三十六石七斗八升五合

　　　　　　　　　　　一向宗　安楽寺　橋津村へ道法五り也（五丁也）

　　　　　　　　　　　河村郡羽合ノ郷　　同（四十軒余）

　　　　　　　　　　一橋津村　高五百石余　　　　免七一　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　湊大明神　久米郡新田村へ一リ半前ハ湊村ト云村ヨリ東ニ当テ古城有リ馬ノ山ト云一二三有南ニ吉岡丸ト云出張有リ北ニモ出張山西則橋津川アリ昔羽衣石ノ城南条虎熊居城ニテ毛利大膳太夫一戦ノ時居城ト云其跡家臣吉川駿河守少（シ）ノ内居城吉川前ノ名彦七ト云白石ノ城六万石ニテ有リト云法華実松（相）寺

　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同十五軒

　　　　　　　　　　一上橋津村　高百五拾六石余　　免五六　土代十九　ハタ十一
　　　　　　　　　　　浄土大法山西蓮寺

　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同十四軒

　　　　　　　　　　一南谷村　　高百六拾石余　　　免四七　土代十七　ハタ十一
　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同　六軒

　　　　　　　　　　一赤池村　　高弐百五拾石余　　免五三　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同三十軒

　　　　　　　　　　一下浅津村　高六百石余　　　　免五九　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　松尾山香宝寺一向宗

　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同三十軒
　　　　　　　　　　一上浅津村　高六百石余　　　　免五九　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同三十軒

　　　　　　　　　　一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),布)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こう),河)村（光吉）高五百七拾石余　免五六　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　薬師堂有之

　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同十七軒

　　　　　　　　　　一水下村　　高三百弐拾石余　　免四四　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　同　同郷　　　　　同十七軒

　　　　　　　　　　一久留村　　高三百石余　　　　免三五　土代十六　ハタ　八
　　　　　　　　　　　同　下西郷　　　　同九十軒

　　　　　　　　　　一田後村　　高千五拾石余　　免五四　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　大法天王末社アリ

　　　　　　　　　　　同　羽合郷　　　　同九十軒　

　　　　　　　　　　一長瀬村　　高千七百三石余　　　免五四　土代十九　ハタ十二
　　　　　　　　　　　清谷村へ十六丁程
免と土代　　　　　　　以上の記載内容のうち、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),鵜)野村は宇野村であり、この村だけ、朱（朱高）と畑高を掲げている。朱高は寛永のお国替え当初の検地高のことであろう。単に「高」とあるのは元文２年の生産高のことで、他村の分にも朱高は書くべきであるが、省略したものとおもえる。免５１などの数字は年貢の高に対する歩合のことで、５割１歩を意味する。土代１８などは、その村１段歩の平均米生産量の見積りのことで、即ち１段歩に１石８斗のこと、畑１１などは畑作物を米に換算して１石１斗を意味する。随分高い見積りである。ほかの村の分も、この見方で検討すればよい。そしてつぎに掲げる元文年間より十数年後に調査された宝暦年間の明細帳と比較して、村勢の変動を考えることにしよう。

